
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】  一体的な弾性線状部材からなる棟熨斗瓦
連結具であって、当該弾性線状部材の両端部にフック部
を具えると共に、前記フック部の先端が一度内側に曲げ
られた後に、当該曲部において輪を形成して、更にこの
フック部の自由端が外側上方に突出するように構成され
ていることを特徴とする棟熨斗瓦連結具。
【請求項２】  請求項１に記載の棟熨斗瓦連結具におい
て、前記連結具両端に設けたフック部の中央部が屈曲し
ていることを特徴とする棟熨斗瓦連結具。
【請求項３】  請求項２に記載の棟熨斗瓦連結具におい
て前記中央の屈曲部と、前記連結具両端に設けたフック
部との間にそれぞれ肩部を具えることを特徴とする棟熨
斗瓦連結具。
【請求項４】  一体的な弾性線状部材からなる棟熨斗瓦

連結具であって、一方の端部にフック部を具え、他方の
端部に野地板との連結部を具えると共に、前記フック部
の先端が一度内側に曲げられた後に、当該曲部において
輪を形成して、更にこのフック部の自由端が外側上方に
突出するように構成されていることを特徴とする棟熨斗
瓦連結具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】本発明は、棟熨斗瓦連結具に関す
るものであり、特に、棟の両側に配置する対の棟熨斗瓦
あるいは、ふき詰部の野地板の側部に配置する棟熨斗瓦
を野地板と連結するのに好適に用いられる棟熨斗瓦連結
具に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来、棟熨斗瓦を棟積みする際には、図
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８に示すように棟の両端に配置される一対の棟熨斗瓦１
２に予め孔１２ａを設けておき、この孔に銅線２１を通
して、銅線の両端２１ａを撚り合わせて緊結し、この緊
結した瓦を二重、三重に積み重ねて、モルタルや棟土を
用いて固定するようにしている。しかし、瓦に設けた孔
に銅線を通し、これを撚り合わせて緊結する作業が面倒
であり、又、このような構成には耐衝撃性、耐震性、耐
風性等の面でも問題がある。
【０００３】これらの問題を解決する技術として、特願
平１－２１０５５５に記載された棟熨斗瓦連結金具があ
る。図９はこの連結金具の構成を示す図である。この金
具３１は図９に示すように１本の弾性金属線材を用い、
両端部にフック部３２を形成すると共に、中間部にコイ
ル状のバネ部３３が形成されており、棟の両側に棟載す
る対の棟熨斗瓦に設けた孔１２ａにフック部を掛け止
め、瓦の間をモルタルや棟土で埋めて固定するようにし
ている。
【０００４】
【発明が解決すべき課題】このような連結金具を用いる
ことによって、瓦を棟載する際の作業能率が改善され
た。又、金具のもつバネ性によって耐衝撃性、耐震性、
耐風性等もある程度改善することができた。しかしなが
ら、上述の連結金具もいまだ以下のような問題点が残
る。
（１）  フック部の先端がまっすぐ伸びたままであるた
め、棟熨斗瓦に引掛けた際の連結が弱く、長期間経過す
ると積み上げた瓦を固定しているモルタルや棟土の吸水
や風化に伴い前記フック部が孔からはずれ、屋根が部分
的に崩壊してしまう可能性がある。
（２）  連結金具中間部のバネ部がコイル状に形成され
ているため、瓦と瓦の間に埋めたモルタルや棟土とバネ
部との接触面積が小さく、瓦の固定に不安が残る。
（３）  バネ部とフック部の間の肩部分が水平に延びて
いるため、勾配をもって棟載されている棟熨斗瓦に対し
て肩部分に反発力が生じ、この反発力によりフック部が
孔から抜け易くなる。
このように、上述する従来技術では棟熨斗瓦を確実に連
結することができず、さらに施工後の屋根の耐久性にも
不安が残る。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明に係る棟熨斗瓦連
結具は、このような問題を解決するために、一体的な弾
性線状部材からなる棟熨斗瓦連結具であって、当該弾性
線状部材の両端部にフック部を具えると共に、前記フッ
ク部の先端が一度内側に曲げられた後に、当該曲部にお
いて輪を形成して、更にこのフック部の自由端が外側上
方に突出するように構成されていることを特徴とする。
このように、本発明の棟熨斗瓦連結具は、フック部の先
端がフック部の延在方向と異なる方向に屈曲しているた
め、棟熨斗瓦に設けた孔を通過した後、この屈曲部が瓦

の裏面に引っ掛かり、旨を挟んで両側に設けた対の瓦同
士、あるいは瓦と野地板間を確実に連結することができ
る。また、フック部の先端が一度内側に曲げられた後
に、当該曲部において輪を形成して、更にフック部の自
由端を外側に突出するように構成されており、瓦をより
強固に支持することができる。このため、地震等で上下
に強い力が加わった場合でも、フック部が伸びて瓦に設
けた孔から抜けてしまうと言った問題が生じない。
【０００６】
【０００７】
【０００８】更に、本発明の棟熨斗瓦連結具は、前記連
結具両端に設けたフック部の中央部が屈曲していること
を特徴とする。また、本発明の棟熨斗瓦連結具は、前記
中央の屈曲部と前記連結具両端に設けたフック部との間
にそれぞれ肩部を具えることを特徴とする。このよう
に、連結具の中央を上方へ突出するように屈曲させるこ
とにより。棟熨瓦同士を好適に連結することができる。
この場合、連結具で支持している瓦の重みが連結具の肩
部が両側に開くように作用するが、中央部を屈曲させて
いるため、この瓦の重みに対して反発力が働き、瓦を好
適に支持することができる。
【０００９】更に、本発明の棟熨斗瓦年連結具は、一体
的な弾性線状部材からなる棟熨斗瓦連結具であって、一
方の端部にフック部を具え、他方の端部に野地板との連
結部を具えると共に、前記フック部の先端が一度内側に
曲げられた後に、当該曲部において輪を形成して、更に
このフック部の自由端が外側上方に突出するように構成
されていることを特徴とする。このような構成の連結具
も、野地板と棟熨斗瓦とを連結するのに好適に用いられ
る。一方の端部に連結部を形成しているため、連結部を
野地板にビス等で容易に固定することができる。この場
合、このリング状の連結部を瓦にそれぞれ取り付けてお
き、リング状連結部に棒状部材を挿入して、この棒状部
材を野地板等に固定することによって、複数の瓦を一度
に野地板等に取り付けることが可能となり、施工効率を
著しく向上させることができる。
【００１０】
【００１１】
【発明の実施の形態】図１は本発明にかかる棟熨斗瓦連
結具の第１の形態を示す図であり、図１（ａ）は棟熨斗
瓦連結具の正面図、（ｂ）は側面図、（ｃ）は平面図、
（ｄ）は斜視図である。図１に示すように、本発明の棟
熨斗瓦連結具１は、１本の弾性線状部材から成り、中央
にバネ部２と、両端部にフック部３を具える。バネ部２
とフック部３との間のほぼ中央において線状部材が下方
へ屈曲しており、ここに肩部４を形成している。フック
部３の先端は、一旦内側へ曲げて下端に輪３ａを形成
し、自由端が連結具１の外側上方へ突出するように構成
されている。また、図１（ｄ）に示すように、バネ部２
には平坦な面において蛇行した形状のバネが形成されて
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いる。又、肩部４のなす角度θは約８０度になるように
構成されている。
【００１２】図２は、図１に示す棟熨斗瓦連結具１を用
いて、屋根の棟熨斗瓦を連結した状態を示す断面図であ
る。図２に示すように屋根の棟部は、両側の棟際の野地
板（屋根基材）１１上に棟の中心線に沿って瓦桟木と呼
ばれる板状材１５を渡し、この棟桟木１５上に桟瓦１４
が葺設されている。この上に、更に、桟瓦１４の上に棟
桟瓦１２が多層に積載されている。この棟熨斗瓦１２
は、棟木と呼ばれるアルミ、ステンレスあるいは材木等
でできた部材１６を挟んで両側に対になって多層に設け
られており、棟熨斗瓦１２の間にモルタル、なんばん、
あるいは棟土１７を埋めてこれらの瓦を固定している。
本実施の形態の棟熨斗瓦連結具１は、この棟木の両側に
対に設けられている棟熨斗瓦１２同志を連結するのに用
いられる。なお、図３（ａ）は、この瓦を連結した状態
を部分的に示す断面図であり、図３（ｂ）はその平面図
である。
【００１３】連結具のフック部３の先端は、線状部材の
先端を一度内側に折り曲げた後に輪３ａを作るようにし
て自由端が外側に突出するように形成されている。従っ
て、フック部３を棟熨斗瓦１２に設けられている孔１２
ａに挿入した時、自由端が棟熨斗瓦１２の裏面を下側か
ら支持する形となると共に、輪３ａが孔１２ａの経外に
位置して止まるため、フック部３が孔１２ａから抜ける
心配がなく、棟熨斗瓦１２を確実に連結することができ
る。
【００１４】本実施の形態においては、連結具１の中央
に設けたバネ部２が、線状部材を平坦な面において蛇行
させた形状に構成されている。このように構成すること
によって連結具１で瓦を連結した際に、上下方向におけ
る可撓性を大きくとることができる。従って、棟熨斗瓦
に勾配をつけて棟載するにあたって、連結具１の肩部４
の勾配を棟熨斗瓦１２の勾配に沿うように自在に設定す
ることが可能となる。また、このような形状のバネ部２
は横方向における可撓性が小さいため、棟熨斗瓦１２が
横方向にずれることを防止できる。また、棟熨斗瓦を複
数段棟載する場合、通常上段にいくほど対の棟熨斗瓦同
志の間隔が小さくなっている。従って、本発明の棟熨斗
瓦連結具では、中央のバネ部２の伸びを利用してこのよ
うな棟熨斗瓦の間隔の変化にも対応することができる。
【００１５】なお、本実施の形態において連結具１の肩
部４の角度θは、約８０度にとることが好ましい。これ
は、棟熨斗瓦１２同志を連結した際に瓦の重みで連結具
１が左右に開く方向に力を受けるため、この力で連結具
１が左右に伸びて瓦同志の連結がゆるむことを防止する
ものである。
【００１６】図４は、本発明の棟熨斗瓦連結金具の第１
の実施の形態の変形例を示す図である。この例では、連
結具１の中央にバネ部が設けられておらず、中央を上方

に突出するように屈曲させて連結具全体が屋根型になる
ように形成している。なお、フック部３の構成は第１の
実施の形態と同様である。このようにバネ部を設けない
構成においても、弾性部材の有するばね性によって瓦同
士を指示することが可能である。ここで、中央の屈曲部
の角度αを瓦の勾配よりも小さくとることによって、瓦
同志を連結した際に瓦の重みで連結具１の両肩部４が外
側に引っ張られる力に対して反発力が働き、瓦同志を好
適な位置におくことができる。
【００１７】図５は、本発明の棟熨斗瓦連結金具の第２
の実施の形態を示す図である。本実施形態の連結具は、
図５に示すように、ふき詰部の野地板１８と棟熨斗瓦１
２とを連結するのに好適に用いられる。連結具１の、中
央にはバネ部も屈曲部も設けられていない。なお、フッ
ク部の構成は図１に示す第１の実施の形態と同様であ
る。棟熨斗瓦１２の内側中央には、連結具挿入のための
孔１２ａが設けられており、一方、野地板１１には、こ
の孔１２ａに対応する孔１３ａを設けた板状部材１３が
固定されている。連結具１の肩部４の角度θを瓦の勾配
に合わせて設定することにより、野地板１１と棟熨斗瓦
１２とを好適に連結することができる。
【００１８】図６は本発明の棟熨斗瓦連結具の第３の実
施の形態を示す図である。本実施の形態の連結具１は、
一方の端部にフック部３を形成すると共に、他方の端部
にリング部５を形成するものであり、ふき詰部の野地板
１８と棟熨斗瓦１２との連結に好適に用いられる。フッ
ク部の先端は、第１の実施形態と同様に構成されてお
り、これを棟熨斗瓦１２に設けた孔１２ａに通して棟熨
斗瓦１２を支持する一方、他端に設けたリング部５をふ
き詰部の野地板１１に固定する。
【００１９】リング部先端は、線材端部を数回コイル状
に巻くことによって容易に形成することができる。リン
グ部５と野地板１１は個別に釘やねじで野地板１１に固
定しても良いが、連結具を瓦にとり付けたものを複数用
意して、長い棒状部材６にこれらのリング部５を通し
て、この棒状部材６をふき詰部の野地板にビスなどで固
定するようにしても良い。このように構成することで、
施工作業をより簡単なものにすることができる。この場
合、瓦を個別に野地板にとり付ける方法に比べて、施工
が簡単であると共に、釘やねじが抜け落ちることによっ
て熨斗瓦１２が部分的に陥落するという事故を防止する
ことができ、長期に渡って瓦を好適に支持することがで
きる。又、棒状部材６の適当な位置を選んで野地板１１
に釘やねじでこれを固定すればよいので、瓦毎に個別に
取り付ける場合に比べて釘やねじで固定する数が少なく
てすむ。
【００２０】なお、図７は、棒状部材６に連結具１のリ
ング部５を挿入して、棟熨斗瓦１２をとり付けたところ
を上から見た状態を示す。このように長く伸びた棒状部
材６に瓦１２に連結した連結具１を複数通しておき、こ
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れをモルタルや棟土で固定すれば、瓦と野地板との連結
に加えて棟方向に並ぶ瓦同志も棒状部材を介して連結さ
れるため、耐震性や耐久性が更に向上する。なお、棒状
部材１６は円形、半円形のものを好適に用いることがで
きる。
【００２１】フック部３の構造は、上述した一旦内側に
折り曲げて自由端を連結具の外側に突出させる構造に限
るものではなく、輪５を形成することなく、自由端を単
に外側に突出させるのみでもかなりの効果を得ることが
できる。また、棟熨斗瓦連結具の材質には、スチール、
アルミ、硬質のプラスチック等を好適に用いることがで
きる。連結具１の全長、フック部３の長さ、リング部５
の構造及び直径、肩部４バネ部２の間長さ、バネ部の幅
及び折り返し数等は、実際の施工条件を勘案して定める
ものとする。
【００２２】
【発明の効果】以上のように、本発明にかかる棟熨斗瓦
連結具によれば、棟熨斗瓦と連結具が確実に係合するた
め、棟熨斗瓦同志あるいは棟熨斗瓦と野地板間の緊結が
より強固なものになる。従って、棟載施工後長期間に渡
って棟熨斗瓦を支持することができ、耐震、耐風及び耐
久性を著しく向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態における棟熨
斗瓦連結具の構成を示す図である。
【図２】図２は、本発明の棟熨斗瓦連結具を用いて棟熨
斗瓦を連結した状態を示す断面図である。
【図３】図３は、本発明の棟熨斗瓦連結具を用いて棟熨
斗瓦を連結した状態を示す断面図である。
【図４】図４は、本発明の第１の実施形態における棟熨

斗瓦連結具の変形例の構成を示す図である。
【図５】図５は、本発明の第２の実施形態における棟熨
斗瓦連結具の変形例の構成を示す図である。
【図６】図６は、本発明の第３の実施形態における棟熨
斗瓦連結具の変形例の構成を示す図である。
【図７】図７は、本発明の第３の実施形態における棟熨
斗瓦連結具を用いて棟熨斗瓦を連結した状態を示す正面
図である。
【図８】図８は、従来の棟熨斗瓦の連結状態を示す図で
ある。
【図９】図９は、従来の棟熨斗瓦の他の連結状態を示す
図である。
【符号の説明】
１            連結具
２            バネ部
３            フック部
３ａ    輪部
４      肩部
５            リング部
６            棒状部材
１１          野地板
１２          棟熨斗瓦
１２ａ  棟熨斗瓦の孔
１３    板状部材
１３ａ  板状部材の孔
１４    桟瓦
１５    棟桟木
１６    棟木
１７    モルタル
１８    野地板

【図２】 【図４】

【図７】
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【図１】 【図３】

【図５】

【図６】
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